
くろいしせん

12,542 m, ヨーロ ッパ以外における最長の隠退である。 開通は

1929 年， 単線，隆道区間は電化されている。

代表的急行旅客列車としてはシカゴ=シャ ト ル問に Lェ y パ

イヤ・ピノレダ -l および L :;l リエ γ タノレ ・リ ミッテッ ド 1 が運

転されている。所要時間は前者 45 1時間，後者 58 1時間 45 分。

治似のノ ース・ダコ タ 1ト卜ILノッド ・リ ヴァー ・ ヴァリ ーは!被類，

馬れい馨，甜菜， モ γ タナ州は!被獄iおよび家資， ピューゼット

サウンド湾岸は木材および魚類缶詰の産地である。 モ γ タナ州

にはグレーシア一国立公闘がある。

参考文献 Henry Sampson 綱 World Railways 1954-55. 

Tothill Press Ltd. 発行 Directory of Railway Officials and 

Year Book 1953-54. Interstate Commerce Commission 編

Statistics of Railways in the United States, 1951. (光延有

くろいしせん 黒石線 奥羽本線川部駅から黒石釈に至る 6.6

km の線。奥羽車i!に属し線路等級は丙縦である。

大正 1 ・ 8 }II部 ・ 黒石間開通し， 黒石紛l と呼ぶこととなった。

(森悌寿1

クロージング・イン・システム (英) closing in system 自

動閉そく信号装位を採用すれば， 最も経済的に列車回数を地加

することができるが， 駅間を列車の制動距離の間隔に信号僚を

建値して高速度で運 タロ ー ジ '/!l" ・ イ γ . γ ステム

転しても， 停車場付 回l A ・ C D 

近においては，発着 ♂| 止と立 ""'" "." "'" ..#---
.t輯 1 -r-ぐ一 下ァー、 、 ~-

時の低速度と停車時 去回I I しこ斗 "'，1 ..... ~< ..... 
分によ って巡転時隔 vtl JJ U J心::JJ
は大いに延びる。こ ..... ーーーーーE フ，.， .，. ~:れ -4 ・

のために列車回数の 6抽値-1 一一て二正三二..ー『
多い箇所では， プラ 一一 ふ榊臥鵬崎制下Z7石石工E岡

一一先行列車温働総進度 II f.~以上の"“し得る区間

ットホームを 2 函と

し，交互に着発させる方法もあるが， 信号設備の点からは， !l 

ロージング ・ イ ソ ・ システムがある。列車問には先行列車の後

部と後続列車の前部との聞に，後続列平の速度に相当する制動

距離を保たせつつ逆転すれば， 理論的にはさしっかえない。こ

れを取入れたものがクロージ ング ・ イ γ ・ システムであって，

停車場入口に列車の制動距離以内の間隔に多数の信号般を建値

し， これに速度の制限を付する。 すなわちタイムシグナノレを建

値する方法である。

自動信号織を列車の速度により 制御するためには， 特にl時*

継電話詰というある一定時間の後に接点を開閉する継億総を使用

し， 短小区間を通過する主U;i阪H寺分により l侍

素継'î11総を llilJ御し，その動作を信号制御回

路に関係させる(図)。

先行列車が停車場に到着すれば， 信号機

1 から 4 は停止信号を現示する。後続列車

が約 60km/h の速度で進入のとき， 信号惨

1 の停止現示で自動制動がかかった場合，

制動曲線は A-4 と なり 4 の信号般の位

位に停車する。後続列車の進入速度が約 40

km/h の場合は， 信号線 1 は注意現示し，

信号餓 2 は停止現示をする。したがってこ

のときは 2 の信号畿の位置で自動制動がか

かって も ， やはり前の場合と同ーの制却J曲

線を示し ， F-4 とな り 4 の信号般の位

置に停車する。同様に 25km/h に速度を低

下して進入した場合には， 信号後 2 にも注

怠現示をすることとなる。 すなわち後続列車が進入速度を低下

すればするほど，先行列車に接近運転ができる ように，その速

度に応じて自動的に信号機の現示が変化し，先行列車と の間隔

を短縮することができる。なお停車場に停止している先行列車

が出発して， その後部がC の点を通過すれば信号機 3 は注意現

示 と なり ， 同時に信号機 4 も注意現示と なるが， ニの場合信号

機 4 の位i白からの制動距維は不足するけれども， 先行列車が何

らかの事故により急停車しても ， C点の通過速度が一定速度以

上になれば， この後部は信号様 5 をこえて停車する ことになり ，

追突のおそれがないからである。

このよ うな設備は信号僚を多く建値するから ， 乗務員が信号

現示を誤認するおそれがあり ， そのため追突事故を起すこ とが

あるから*自動列車停止装置を設備するのが普通である。

(酉沢毅)

クロスヘッ ドおよびすべりぼう クロスへ γ ドおよびすベ

り棒 (蒸気機関車の) (英) crosshead and slide bar (guide 

bar) クロスヘッドはピス ト γから受けた力を主連勝に伝える

役目をするもので，これを案内するのがすべり棒である。
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1. クロスヘッ J.' (1 木隊式)

2. ?ロスヘッ ド( 2 本陣式)

3. スベリ俸 (1 本線式)
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